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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまでイスラーム化とそれ以前という漠然とした時代区分に沿って考え
られてきたジャワの宗教について、より詳細に検討するため、資料として利用されることの少なかったジャワ語
文書のコンコーダンス構築し、国際的な研究者ネットワークが活用する研究資源として整備することにより、ジ
ャワ語文書を用いた多様なジャワ研究の基盤を形成した。これにより、ヒンドゥー期ジャワの宗教概念、イスラ
ーム流入後の宗教概念の理解の過程、外来宗教の層が見られる暦と神話の分析、歴史記述の発生と展開に関する
研究について、成果を得た。

研究成果の概要（英文）：The current study aims at reexamination of the transformation process of 
Javanese religions which were so far roughly divided into post-Islamic and pre-Islamic periods. The 
current study successfully opened up new horizon of viewing transformation process of Javanese 
religions by utilizing Javanese writings which were often neglected mainly because of its limited 
accessibility. In order to access Javanese writings more easily , the current project successfully 
developed concordance Javanese writings. The concordance not only helps researchers to analyze 
Javanese texts, but also broaden the circle of researchers, attracting young students. On the basis 
of, and in the course of creating this concordance, the current study could clarify several aspects 
of Javanese religions, such as interplay of Javanese and Indian religious concepts, relationship 
between calendar and myth, development of historical way of thinking and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 これまでジャワの宗教に関する議論では、
土着の信仰とヒンドゥー教、イスラームとい
った外来宗教との混淆に力点が置かれてき
た。とりわけ、近代以降のジャワの宗教に見
られるイスラーム的要素と「前イスラーム」
的要素の対比は大きな関心事であった。他方、
15 世紀ジャワに到来したイスラームとその
後の展開について現代のイスラームから類
推したり、紀元１世紀から 15 世紀までの間
にジャワにもたらされたヒンドゥー教と仏
教を「前イスラーム」とひとくくりにするこ
とが当然のようになされてきた。 
しかしながら、外部からもたらされた宗教
がどのように受容され、解釈され、そして変
容したか、という点については詳細に検討さ
れることがなかった。検討のための重要な資
料であるべきジャワ語文書が、これまで等閑
視されてきたためである。 
ジャワ語は東南アジア島嶼部（インドネシ
ア、マレーシア、フィリピン）において、最
大の母語話者数、最も長い文字伝統（約 10
世紀）を有しており、宗教・文化をはじめ広
範な分野に関する豊富な文字史料が残され
ており、ジャワの文化や宗教の形成ないし変
容過程を通時的にたどる資料として極めて
重要である。しかし、ジャワ語の文書は、大
別してヒンドゥー期、イスラーム流入期（中
間期）、マタラム王朝期という異なる時代に
またがり、書かれた言語もサンスクリット語、
古ジャワ語、現代ジャワ語（ジャワ文字、ア
ラビア文字）ときわめて多様である。さらに
ジャワ語自体の難解さが加わり、それらを扱
う研究者が限定されがちであった。また、代
表的なジャワ語写本や碑文の多くが、ローマ
字翻字または翻訳され出版されてきたにも
関わらず、資料としての整備が遅れていたこ
と、そして史的「事実」を示す史料としての
信憑性への疑義から、宗教や文化の歴史を探
る資料として活用されることは稀であった。 
 
２．研究の目的 
ジャワにおける宗教の変容、そして文化全
般の変容過程は、人類の歴史上多くの地域で
生じてきた外来文化の受容と個別文化の形
成という大きな現象の一部を明らかにする
一助となるばかりでなく、現代のジャワおよ
びインドネシアを理解する上で極めて重要
である。 
本研究では、ジャワに外来宗教の受容とそ
の変容に焦点を合わせ、歴史観、宗教の教義、
土着神話などの側面を解明することを目的
とする。また、これらの研究の基盤となる研
究資源を構築することにより、研究の進展を
図る。 
これらの異なる時代、異なる言語の文書に
関心を寄せてきた国内外の研究者が研究資
源を共有するネットワークを形成し、異なる
時代、異なるジャンルの文書を比較対照する

ことにより、共同研究の手法によってジャワ
における宗教の変容過程をより正確に把握
することが可能になる。また、宗教のみなら
ず、言語・文化的変遷をも明らかにすること
ができる。さらに、研究資源の公開により、
次世代の研究者の参入を促し、ジャワ研究を
継続発展させるとともに、宗教の変容過程に
関する研究の可能性を広げるものとする。 
 
３．研究の方法 
(1)役割分担 
時代、ジャンル、専門知識に応じて、以下
のように役割を分担した。 
［研究代表者］  
宮崎恒二：研究総括、イスラーム流入期ジ
ャワ語資料、神話・説話 
［研究分担者］ 
青山亨：ヒンドゥー・仏教期サンスクリッ
ト語資料 
菅原由美：イスラーム流入期ジャワ語資料、
イスラーム復興運動 
［連携研究者］ 
深見純生：マタラム期ジャワ語史料、歴史
叙述 
澤田英夫：インド系文字研究、コンコーダ
ンス 
塩原朝子：インドネシア諸語の変容 
［研究協力者・海外共同研究者］ 
ウィレム・ファンデルモーレン（オランダ
王立言語・地理・民族学研究所・研究員)：
ヒンドゥー・仏教期サンスクリット語資料、
叙事詩 
ロニット・リッチ（オーストラリア国立大
学講師）：イスラーム流入期資料、南・東
南アジアのイスラーム化 
さらに、東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所に外国人研究員として定在
したオマン・ファトゥラーマン（インドネシ
ア国立イスラーム大学講師）、ストゥワー
ト・ロブソン（前メルボルン大学准教授）、 
ピーター・ワーズレー（シドニー大学名誉
教授）の３名が研究協力者として研究活動に
参加した。 
また、山﨑美保（東京外国語大学大学院博
士後期課程）が、刻文担当として加わった。 
(2)研究手法 
①システム開発 
ジャワ語からラテン文字への転記方法に
ついて検討し、検討の結果に基づいてサンプ
ル文書を電子化する。他方、コンコーダン
ス・システムを連携研究者および専門の業者
と協議しつつ、表示に必要なタグ付けなどを
決定する。これと平行して、研究対象となる
ジャワ語文書の電子化を進め、試用版のシス
テムを改良し、ジャワ文書コンコーダンスの
公開版を作成する。 
②ジャワ語の文書資料を用いた研究の推進 
国内での研究会ならびに下記のシンポジ
ウム等において、研究分担者、連携研究者、
研究協力者の分担に基づき、ジャワ語文書を



資料として、歴史、宗教、神話などの諸側面
の研究を進める。 
③国際的な研究者ネットワークの確立 
海外の著名なジャワ研究者を招いて国際
シンポジウムを開催し、ジャワ研究ネットワ
ークを形成するとともに、コンコーダンスを
活用した研究の推進、コンコーダンスへのフ
ィードバックを得る。 
④コンコーダンスの世界的な利用拡大 
デモンストレーションを国際学会におい
て行い、その活用を促すとともに、次世代研
究者の参画を促す。 
 
４．研究成果 
(1)ジャワ語文書コンコーダンスの構築 
 まず、古ジャワ語から現代ジャワ語にいた
る表記、音声を網羅し、ジャワ語で示唆的特
徴とならない音については、区別を廃するな
ど、統一的な表記方法を確立した。 
 この方式に基づき、ジャワ語のサンプル文
書を電子化し、検索・表示に必要なタグにつ
いて、既存の他の言語に関するシステムを参
考にしつつ、連携研究者とともに協議した。
検索・表示のシステムについては、専門家と
の協議を行い、数度の改良を重ねた。 
 これと平行して、すでに様々な方式でラテ
ン文字に転写されているジャワ語文書の中
から、時代、テーマにより代表的な文書を選
択し電子化を進めた。電子化されたテクスト
は数十点に及び、このうち Adiparwa, 
Arjunawiwaha, Babad Tanah Jawi, 
Desawarnana, Mulak(1)がタグ付けされ、公
開されている。（Javanese Documents Online, 
https://jvdo.aa-ken.jp/) 
(2)ジャワの宗教の変容に関する研究 
 13 回に及ぶ研究会を通じて、様々な時代、
そして側面に関する研究成果を得た。 
まず、9 世紀にさかのぼるジャワの刻文か
ら、「神」等に関わる表現を抽出し、サンス
クリットとの比較を行うことにより、在地の
神格や宗教的職能者に関する知見を得るこ
とができた。 
 また、ジャワ文学の黎明期を代表するジャ
ワ語のラーマーヤナをラテン文字版へ転写
し、さらに英訳版を刊行することができた。 
さらに、ラーマーヤナとプランバナン寺院の
壁画彫刻、現代の演劇の比較を通じて、「死」
に関する理解と表現を明らかにした。 
 イスラーム導入期については、イスラーム
の教義に関する文書の分析とその後の宗教
塾における活動、そしてジャワ以外の地域に
おける状況などを含めた広範な地域におけ
るイスラーム導入とイスラーム理解につい
ての知見を得ることができた。 
 また、イスラーム導入期に端を発する考え
られる歴史叙述に挿入された神話が、今日ま
で伝えられている運勢暦と深い関係をもつ
こと、複数の暦法がいくつかの神話・伝承と
密接に結びついていること、などが明らかに
された。 

 イスラーム導入後の歴史叙述については、
ババッド・タナ・ジャウィを主たる資料とし
て、出来事と歴史観の関係についての考察を
行うことができた。 
 2014 年度に開催した国際シンポジウムで
は、ジャワ研究を牽引してきた研究者が一堂
に会し、それぞれが追求してきた、異なる時
代、異なるテーマを越え、典型的にイスラー
ム的と見なされてきた説話が仏教的な要素
を基盤としていることなど、新たな知見を得
ることができた。 
 これらの研究成果の主なものは、発表論文
等として、下記に記されている。特筆すべき
は、代表者の所属するアジア・アフリカ言語
文化研究所において、Javanese Studies と題
する刊行物をシリーズとして発刊したこと
である。2015 年から 2016 年の一年間で 4 冊
を公刊し、上記国際シンポジウムの成果も、
このシリーズの一つとして、近日公刊予定で
ある。 
(3)国際的な研究者ネットワークならびに国
際的な研究基盤の形成 
 上記シンポジウムにおいて、ジャワ研究に
関する国際的な研究者ネットワークを形成
し、コンコーダンスを研究に活用するととも
に、構築されたコンコーダンスの拡充やフィ
ードバックにより、コンコーダンスの維持・
発展を行う体制を確立した。今後、様々な機
会を得て、シンポジウムの継続を見込んでい
る。 
組織間の連携については、長らくジャワ研
究の中心であったオランダ王立言語・地理・
民族学研究所との協定に基づき、ジャワ語文
書に関する調査研究の協力関係を樹立した。
また、インドネシア写本学会には毎年参加し、
研究発表を行うとともに、関係のさらなる強
化に努めている。 
公開されたコンコーダンスを活用した研
究を推進するため、上記のインドネシア写本
学会において、コンコーダンスの紹介を行い、
その利用方法、研究の可能性について発表し
た。同学会を通じて、ジャワ研究の基盤をと
してのコンコーダンスの認知と、それを活用
した若い世代の研究者の増加が見込まれる。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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